
今
年
度
の
岩
代
地
域
の
「
集
落

支
援
員
」
は
、
写
真
右
か
ら
菅
野

純
子
、
遠
藤
清
一
、
桑
原
恒
雄
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
行
政
委
員
・
自

治
会
長
と
の
連
携
、
地
域
住
民
と

の
き
め
細
か
な
集
落
の
点
検
や
現

状
把
握
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
基
に

集
落
の
課
題
、
あ
る
べ
き
姿
等
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
の
促
進
、
必

要
に
応
じ
た
助
言
な
ど
を
行
い
ま

す
。ま

た
、
集
落
へ
の
移
住
及
び
定

住
に
関
す
る
支
援
、
集
落
の
維
持

及
び
活
性
化
に
資
す
る
た
め
の
必

要
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

地
域
密
着
型
の
広
報
紙
と
し
て
、

「
か
わ
ら
版
い
わ
し
ろ
」
の
発
行

も
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
話
題

を
取
材
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
平
の
花
園
は
深
山
（
み
や

ま
）
の
花
園
と
称
し
ま
す
。

菊
地
淳
さ
ん
夫
婦
が
二
本
松
か

ら
実
家
の
広
平
に
通
い
里
山
や
桑

畑
等
に
季
節
の
花
や
花
木
等
を
20

年
前
か
ら
植
栽
し
、
現
在
も
増
や

し
続
け
て
い
ま
す
。

4
月
中
旬
か
ら
は
、
春
を
待
っ

て
た
か
の
よ
う
に
黄
色
の
花
を
咲

か
せ
る
「
レ
ン
ギ
ョ
ウ
」
。

桜
の
花
が
終
わ
る
こ
ろ
に
災
い

を
除
き
、
福
を
招
く
と
さ
れ
る

「
ハ
ナ
モ
モ
」
は
、
ピ
ン
ク
や

赤
・
白
の
花
が
あ
で
や
か
で
咲
き

乱
れ
る
光
景
は
圧
巻
で
す
。

梅
雨
の
時
期
に
な
る
と
ア
ジ
サ

イ
の
小
道
に
花
が
咲
き
ま
す
。

夏
に
は
サ
ル
ス
ベ
リ
、
秋
に
は

モ
ミ
ジ
と
季
節
を
通
し
て
楽
し
め

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
道
路
は
、
狭
く
曲

り
く
ね
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
の

台
風
19
号
に
よ
り
侵
食
さ
れ
た
り

し
て
、
路
肩
の
状
態
が
悪
い
の
で

安
全
運
転
で
の
上
り
下
り
を
し
て

く
だ
さ
い
。
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集
落
⽀
援
員
の
紹
介

ハ
ナ
モ
モ
が
⾒
頃
！

広
平
の
花
園

１ 集落を巡回し「目配
り」をします。

２ 住民と共に集落の点検
をします。

３ 住民と住民との間での
話し合いを促進します。



▼
集
落
の
状
況
で
は
、
次
の
よ
う

な
回
答
が
あ
っ
た
。

〇
農
地
や
林
地
の
状
況
は

高
齢
化
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
が

多
く
な
っ
た
。

中
山
間
直
接
支
払
い
制
度
を
活

用
し
て
い
る
水
田
は
荒
れ
て
い
な

い
。桑

畑
は
荒
れ
、
イ
ノ
シ
シ
の
住

処
と
な
っ
て
い
る
。

山
林
は
手
つ
か
ず
の
状
態
。

高
齢
化
に
よ
り
草
刈
り
が
間
に

合
わ
ず
荒
れ
る
と
こ
ろ
が
年
々
多

く
な
っ
て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
に
よ
り
田
畑
が
荒
ら

さ
れ
て
い
る
。

最
近
は
、
サ
ル
も
出
没
す
る
。

ハ
ク
ビ
シ
ン
等
も
出
て
き
て
い
る
。

〇
集
落
の
景
観
は

田
園
風
景
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い

る
。商

店
も
な
く
な
り
空
き
家
が
で

き
て
さ
み
し
い
感
じ
が
す
る
。

人
通
り
が
少
な
い
の
で
さ
み
し

い
。道

路
沿
い
は
耕
作
さ
れ
て
い
る

が
、
一
歩
わ
き
道
に
入
る
と
荒
れ

地
が
目
立
つ
。

道
路
沿
線
に
花
等
を
植
え
て
い

る
自
治
会
も
あ
る
。

幹
線
沿
い
は
草
刈
等
さ
れ
て
い

る
が
、
脇
道
等
は
耕
作
放
棄
地
や

荒
廃
し
た
土
地
等
が
目
立
つ
。

▼
集
落
の
課
題
で
は
、
次
の
よ
う

な
回
答
が
あ
っ
た
。

〇
現
在
は
、

少
子
化
で
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
が
い
な
い
自
治
会
も
あ
る
。

高
齢
化
に
伴
な
い
医
療
機
関
、

買
い
物
等
の
交
通
手
段
の
確
保
が

大
変
。

一
人
暮
し
の
高
齢
者
が
多
く
、

安
否
確
認
が
大
変
。

人
口
の
減
少
に
よ
り
、
諸
行
事

の
開
催
が
大
変
。

地
区
道
路
の
交
通
量
が
増
え
、

道
路
に
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
る
。

空
き
家
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

若
い
人
が
少
な
い
。
働
き
盛
り

世
代
が
60
代
に
集
中
し
て
い
る
︒

〇
未
来
（
３
年
～
５
年
後
）
は
、

高
齢
化
が
進
み
、
少
子
化
が
さ

ら
に
進
行
す
る
。

自
治
会
と
し
て
成
り
立
た
な
く

な
る
。

耕
作
放
棄
地
と
空
き
家
を
ど
う

す
る
か
。

65
歳
以
上
の
世
帯
が
半
数
を
超

え
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
各
維

持
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
事
の

実
施
が
、
困
難
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。限

界
集
落
に
近
づ
い
て
い
る
か

も
。農

地
・
林
地
は
今
以
上
に
荒
れ

て
、
林
野
・
竹
林
化
し
、
再
生
は

不
可
能
と
な
る
。

一
人
暮
し
や
空
き
家
が
増
え
る
。

少
子
・
高
齢
化
が
進
み
、
商
店

は
少
く
な
り
、
田
・
畑
・
山
林
は

管
理
が
で
き
な
い
人
が
増
え
る
の

で
は
な
い
か
。

若
者
が
都
市
へ
就
職
。

▼
住
民
の
日
常
生
活
の
状
況
で
は
、

次
の
よ
う
な
回
答
が
あ
っ
た
。

〇
交
通
手
段
（
現
在
）

自
家
用
車
使
用
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
。

タ
ク
シ
ー
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
。

交
通
の
便
が
悪
く
、
自
家
用
車

は
生
活
上
必
要
で
あ
る
が
、
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
を
考
え
る
と
不
安
は

大
き
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
隅
々
ま

で
来
な
い
）
・
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
（
地
域
が
限
ら
れ
て
い
る
）

等
は
使
い
づ
ら
い
の
で
利
用
が

思
っ
た
よ
り
少
な
い
。

〇
交
通
手
段
（
免
許
証
返
納
後
）

家
族
の
運
転
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利

用
。セ

ニ
ア
カ
ー
。

近
所
の
人
に
よ
る
互
助
。

後
継
者
や
同
居
人
が
い
な
い
世

帯
は
交
通
手
段
の
確
保
が
難
し
く

な
る
。

〇
買
い
物
等

小
浜
地
区
：
地
元
の
コ
ン
ビ
ニ

や
商
店
、
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
。

本
宮
、
大
玉
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
を
利
用
。
生
協
等
の
食
材

の
配
達
。

新
殿
地
区
：
市
内
、
田
村
市
船

引
町
が
主
で
、
大
型
店
に
な
る
と

大
玉
村
、
郡
山
市
へ
。

旭
地
区
：
地
元
商
店
、
田
村
市

等
の
ス
ー
パ
ー
が
多
い
。

上
太
田
地
区
：
市
内
、
田
村
市

船
引
町
。

地
域
の
商
店
が
減
少
し
、
買
い

物
に
不
自
由
を
き
た
し
て
い
る
。

〇
医
療
機
関

地
元
の
医
院
。

二
本
松
市
内
の
病
院
等
。

近
隣
市
街
（
田
村
市
等
）
。

二
本
松
市
内
、
田
村
市
内
の
送

迎
の
あ
る
医
療
機
関
を
利
用
す
る

方
が
多
い
。

次
号
に
続
く
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集
落
カ
ル
テ
か
ら

見
え
て
き
た
も
の
⑧

５月３・４日

万人子守地蔵尊例大祭

コロナウイルス感染拡大防止の

ため 中止 となりました。

岩代観光協会


